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本研究では， C 5転換酵素の構成成分間の結合と， C 5結合部位に関して検討を加えた。
[方法]
(j) C5転換酵素 (EA C1423)は，感作羊赤血球 (EA)に精製補体成分を順次加えて作成した。






(5) EAC43またはEAC14へのC5の結合能は，描 Iー 標識C5を用いてScatchard-plotから求めた。
-16ー
[成績]
(1) E A C1423上のC4b-C3b二量体の形成
SDS-PAGEによる解析から， EA C1423形成過程で， C 3 bが赤血球上の低分子物質と結合
しているC4bに共有結合し， C4b-C3b二量体が選択的に形成されている事が明らかになった。
(2) C 4 b -C 3 b二量体の性質
2次元電気泳動による解析から， C4b-C3b二量体は， C 4 bのイ鎖とC3bのイ鎖がエス
テル結合してできた物であることが証明された。そのEA C1423上のC4b-C3b二量体は， pH 
7.4， 370C中で，半減期4.7時間で崩壊した。
(3) C 5転換酵素内のC5結合部位
EAC43へのC5の結合能を調べると，結合定数2.1X 108 L/Mの高親和性結合部位が存在した O
C3bを変量して異なった数のC5結合部位を持つEAC43を作成し，そのC4b-C3b二量体の









(2) C 4 b -C 3 b二量体は， C 5結合部位となることが示唆された。
論文の審査結果の要旨
C5転換酵素は， C 3転換酵素(C4b2a)とそれによって限定分解を受けたC3のー断片C3bとで
構成される複合酵素である O 本研究は，標的物質上に共有結合したC4bに， C 3 bが，エステル結合




たな概念を加えるものである O よって，この研究は，学位論文に値するものと考えられる O
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